
地域の観光振興
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ガストロノミーツーリズム世界フォーラム

開催概要（予定）

◼会議名

第7回UNWTOガストロノミーツーリズム世界フォーラム

◼開催時期

2022年12月12日（月）～15日（木）

◼主な会場

奈良県コンベンションセンター（オンライン参加可能）

◼参加国・参加者数

50カ国（国内外から約600人）
◼主な出席者

・各国観光大臣級及び政府関係者、自治体関係者、教育関係者

・食、農、観光関連事業者、シェフ、メディア等

◼主なプログラム

・基調講演、事例発表、パネルディスカッション

・エクスカーション（県内視察）・レセプション

スペイン（サンセバスチャン）
【2015・2017・2019】

ペルー（リマ）
【2016】

タイ（バンコク）
【2018】

ベルギー（ブルージュ）
【2021】

過去開催地

第６回UNWTOガストロノミーツーリズム
世界フォーラム（ベルギー・ブルージュ）

ガストロノミーツーリズム
世界フォーラムとは

食と観光の連携は、地域の伝統や多様性
をサポートすると共に、文化の発信、地方経
済の発展、持続可能な観光、食の経験を
伝達するためのプラットフォームを提供するこ
とから、国連世界観光機関（UNWTO）
が中心となり2015年以降、世界フォーラム
を開催。

奈良県コンベンションセンター 26

ガストロノミーツーリズム世界フォーラムの奈良県開催(日本初)



県と市町村が協働して実施する取組①奥大和ガストロノミーツーリズム
奥大和地域のポテンシャルと食文化を組み合わせた奥大和ガストロノミーツーリズムで地域を活性化します。

奥大和地域のポテンシャル（温泉、自然、文化、歴史等）から育まれた食を楽しみ、その土地の食文化に触れることを目的とした関係人口創出イベントを実施。
地域と協働で準備・開催することで、地域にノウハウを蓄積し、自走できる地域になることを目的とする。

温泉＋ガストロノミーツーリズム

つかる

めぐる

たべる

アウトドア＋ガストロノミーツーリズム

うごく

めぐる
たべる
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奈良県植栽計画の登録、着手エリアが増加してきた結果、美しい植栽景観を楽しめる箇所も増えています。
（県内６０エリア）

【黒滝エリア（森物語村）】

【十津川エリア（谷瀬の吊り橋周辺）】

【天川エリア（大原山）】

【野迫川エリア（高野龍神スカイライン周辺）】

伐採による眺望確保
視点場整備

彩り箇所への
遊歩道整備

景観を楽しむ
遊歩道整備

28

なら四季彩の庭づくり

奈良県を「一つの庭」と見立てた、四季折々の彩りを愉しむ「なら四季彩の庭」づくりを推進します。

支障木伐採による
眺望確保



【 事 業 概 要 】

◇利用期間 ：令和４年７月１日（金）～令和５年２月２８日（火）

◇制度の概要：宿泊・旅行代金の50％を割引（上限5,000円・交通付は上限8,000円）

宿泊利用者に、県内の土産物店等で利用可能な「いまなら。地域クーポン」を
平日3,000円・休日2,000円配布（奈良県民は平日・休日とも3,000円）（※価格帯による）

◇対象者：奈良県および奈良県外在住者
ワクチン３回接種済または検査結果(※)が陰性であること
(※)ＰＣＲ検査・抗原定量検査は検体採取日より3日以内、抗原定性検査は1日以内のもの

◇割引対象プラン：参画施設を利用した宿泊プラン、周遊日帰りプラン

◇利用方法：①宿泊施設への申込み（参画宿泊施設は「県新型コロナウイルス感染防止対策施設認証制度」取得）

②旅行会社窓口への申込み
③インターネットサイト(じゃらんnet、楽天トラベル)からの申込み

「いまなら。キャンペーン２０２２プラス」

県内宿泊・旅行を割引く「いまなら。キャンペーン2022プラス」を、７月１日から利用対象者を全国に拡
大して実施しています。宿泊利用者には、土産物の購入や飲食等に使用できる「いまなら。地域クー
ポン」を発行します。
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森林保全・林業振興
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高

低

近 遠 （道からの距離）

（標高） 人工林 天然林

1200m

50m 500m

【ゾーニングイメージ】

③自然林
人工林を人為的
に天然林
へ再生し
た森林

高木・中木・低木
・幼樹がバランス
よく配置された、
木材生産と環境
保全の両立を目
指す森林

適正に管理
されている
スギ・ヒノキ
人工林

④天然林
地域の原植生の

森林

新たな森林環境管理制度

○スイスの森林管理を参考に、森林の４機能（①森林資源生産、②防災、③生物多様性保全、
④レクリエーション）を重視した施策を総合的に推進する。

31

①恒続林 ②適正人工林

新たな森林環境管理制度の構築

スイスの森林管理を参考に、「奈良県森林環境の維持向上により森林と人との恒久的な共生を図る
条例」を施行（令和2年4月）しました。



奈良県フォレスターは１人２役（県職員と市町村職員の身分）

施業放置林整備、市町村森林整備計画の推進
（市町村の業務）

伐採届
(市町村の業務)

フォレスターは各市町村に駐在し業務を実施

市町村から
委託を受けた業務

アカデミー
入学試験

森林環境
管理士

奈良県フォレスター

民間フォレスター

森林環境
管理作業士 森林作業員

２年コース
（森林環境管理士コース）

１年コース
（森林環境管理作業士コース）

森林管理職
（県職員）

フォレスターアカデミー
定員２０名森林管理職

の令和４年度の採用
試験には８３人

（定員の１４倍）が申込

人材の養成

市町村との連携

事務の委託

展示会での奈良の木PR

フォレスター制度

木材加工の効率化に向けた施設整備高性能林業機械を使用した森林整備 県産材を使用した施設
（コンベンションセンター 天平広場）

奈良県産材の安定供給・利用促進

32

奈良県フォレスター制度と奈良県産材の安定供給・利用促進

昨年4月に開校した奈良県フォレスターアカデミーで、森林管理職(県職員)を2年間実践教育した後、
卒業者を「奈良県フォレスター」に任命して、令和5年度より市町村に駐在のうえ森林環境管理の
業務に従事させます。



農・水産業振興

33



柿の生産振興
県産農水産物の高付加価値化、高品質化によるブランド化や販路開拓等に向けて、生産
から流通・加工、販売までの一気通貫した取り組みを積極的に展開しています。

内閣総理大臣表敬訪問（令和３年11月）

カキは全国２位の収穫量があり、五條・吉野地域や天理市、
御所市で多く栽培されています。

刀根早生のハウス栽培

生産・加工

選果処理能力や精度の向上のための選果設備の更新が行
われ、選果・出荷能力の向上が実現しています。

高付加価値化、高品質化によるブランド化

「奈良県プレミアムセレクト」
シンボルマーク

奈良県農産物生産・流通部会果樹部会主催で、平成２５
年より内閣総理大臣への表敬訪問を実施しています。

JAならけん西吉野柿選果場

「とびきり」の産品を、県が定めた基準で認証する「奈良県
プレミアムセレクト」を平成28年にスタートさせました。

富有柿
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内水産業

内水産業・ならジビエ
奈良県内水産業の持続的な発展のための取組を進めています。
県内産の野生獣肉（猪肉や鹿肉、いわゆるジビエ）の利用拡大を図ります。

「ならジビエ」シンボルマーク

県内で捕獲され、法令を遵守した施設で処理されたイノシ
シ及びニホンジカの肉を「ならジビエ」と名付け消費拡大に
取り組んでいます。

ならジビエ

五條市食肉加工施設「ジビエール五條」

「ならジビエ料理」を提供する飲食店等を登録する制度
（現在３０店舗）

初心者を対象とした釣り教室

天然アユを使った料理

地域の食や観光の資源であるアユやアマゴ等の釣りを楽しむ人
の増加に向けて取組んでいます。

県内の料理店に、天然アユが安定供給される体制の構築に取り
組んでいます。

釣り人が釣った天然アユ

アユ

アマゴ

35

おいしいならジビエ提供店登録制度



地域交通
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「公共交通とまちづくり等の検討プロセス」

STEP
1

⚫複数の市町村を跨ぐバス路線や市町村連携コミュニティバスについて、路線毎に必要性や運営の効率性に係る「診断」

を実施。（「バスカルテ」の作成）

⚫他の交通モードや利用状況等についても共有。

STEP
2
(強
化
)

⚫「路線別検討会議」を「エリア公共交通検討会議」に改組。

⚫行政、交通事業者、地域づくり団体など多様な関係者が参画。

⚫診断結果を踏まえ、広域バス路線に加え、鉄道、タクシーなど既存の他交通モードや施設バスなど、地域の輸送資源を

総合的に捉え、公共交通全体の維持・充実についてワークショップ等も活用し協議。

STEP
3 ⚫対象区域、取組の実施主体や役割分担を明らかにした｢公共交通とまちづくりのデッサン｣を作成（毎年度改定）。

⚫路線の抜本的な再編や施設整備など、一定期間を要する特に重要な取組を３～５年を期間とする「重点取組事項」

として位置付け。

STEP
4

(新
規
)

STEP
5

⚫「重点取組事項」やその他「公共交通とまちづくりデッサン」に基づく取組を関係者が連携して実施。

⚫県は、「重点取組事項」を優先的に支援。

（青字部分は今回の計画改定による強化ポイント）

奈良県公共交通基本計画の改定

令和４年３月に計画を改定し、公共交通に関する取組への、地域のより主体的な参画の推
進や、公共交通全体の維持・充実に関する協議を行っています。
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情報提供設備の整備＜東吉野村＞
（小さな道の駅ひよしのさとマルシェ）

南奈良総合医療センター乗り入れ［奈良交通提供］
「十津川観光特急バス」PR

ポスター〔十津川村提供〕

福神駅

下桑原

南部地域公共交通活性化協議会
での協議結果に基づきH27.10.1
より運行開始（H29.4.1に一部延伸）

奈良交通（株）

南部地域公共交通
活性化協議会

：南部地域連携コミュニティ
バス（Ｒ１６９ゆうゆうバス）

運営

運行

市町村連携コミュニティバス 観光広域周遊バスの実証運行

地域の商業施設等と連携した利便性向上

奈良県公共交通基本計画に関する取組み

多様な地域の輸送資源を総合的に捉えた取組を推進しています。
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南部地域連携コミュニティバス
（大淀町・吉野町・川上村・上北山村・下北山村）

五條・十津川連携コミュニティバス
(広域通院ライン）

五條バスセンター乗り入れ

自家用有償旅客運送・無償運送

大宇陀南部ボランティア有償バス
[宇陀市提供]

黒滝ふれあいバス（無償運送）
[黒滝村提供]



医療、地域包括ケア、健康増進

39



65.0 

85.3 

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0

100.0

H27 R3

病床稼働率
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救急搬送受入数

奈良県ドクターヘリ

・町立大淀病院
・県立五條病院
・国保吉野病院

３つの公立病院（急性期）がそれぞれ医療を提供。患者数減少→医師数減少→医療
機能低下→さらなる患者数減少という悪循環に陥っていた。

発想の契機

平成２８年４月
リニューアルオープン 平成２９年４月

リニューアルオープン

平成２８年４月開院

五條病院（回復期・慢性期）

南奈良総合医療センター
（急性期・回復期）

（再編前・３病院計）（再編後・南奈良総合医療センター） （再編前・３病院計） （再編後・３病院計）

約１．６倍
に増加

約２０
ポイント
上昇

（年）（年）

（％）（件/日）

吉野病院（回復期・慢性期）

平成２９年３月
運航開始

・過疎債の活用
・県が市町村負担分の約６０％（ハード）と
赤字が発生した場合の１／２を負担

【ドクターヘリ出動実績】
（令和３年度実績）

○件数：４０７件 (１日平均１．１件)
○地域：南和医療圏（１８９件）

東和医療圏（７４件） 等

急性期から慢性期まで切れ目のない
医療提供体制を構築
・救急搬送受入数や病床稼働率
が増加
・ドクターヘリの運航により、一刻を争
うけがや急病患者の救命が可能に

医療提供体制の再構築(南和地域)
３つの公立病院を１つの広域医療拠点に再編しました。１２市町村とともに、県が構成員として参加す
る全国でも珍しい一部事務組合で３病院の建設、改修、運営を行います。
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再編前の
３病院計

再編後の

南奈良総合医療
センター

移転前
移転開
院後

救急医療体制の充実

南奈良総合医療センターでは、救急搬送受入件数が再編前の約１．５倍に
増加しています。Ｒ２以降のコロナ禍においても、多くの救急患者を受け入
れ、救急医療体制に大きな問題は生じませんでした。
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医療、包括ケア、健康増進、福祉の一体的推進
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南和地域における地域包括ケア・在宅医療と病院を中核とした福祉の展開イメージ図

派遣

訪問

地域ケアカンファレンス

住 民

カンファレンス

保健師
コミュニティナース

訪問看護

受診
相談

相談接触

市町村

・ 市町村が抱える困難事案等

について検討し、対処方針

を決定

困難事案等の
相談

支援

連携

南奈良総合医療センター

介護事業所等

ケアマネジャー
へき地診療所

一次一元的
相談窓口

退院調整ルール

民生・児童委員

自治会

民間事業者等

・ 南和広域医療企業団で

雇用した看護師をへき

地診療所へ派遣

看護師派遣

看護師

http://1.bp.blogspot.com/-G6pfObCOorQ/UgsxheFlD_I/AAAAAAAAXZA/oRPE7tECqwo/s800/roujin_egao.png
http://2.bp.blogspot.com/-CcPxqR5ZwmU/U0pTZFbJGMI/AAAAAAAAfKA/fizLuwMlaH4/s800/tatemono_kaigo_shisetsu.png


福祉の奈良モデル
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奈良県人と人及び人と社会がつながり支え合う地域福祉の推進に関する条例

【主な規定事項】

➢県民の抱える困りごとを把握し、適切な支援につなぐ仕組みの構築
• 県民やその世帯が抱える困りごとに関する相談を、丸ごと受け止める仕組み
• 県民やその世帯が抱える多様な困りごとについて、さまざまな関係機関が連携し、解決に向けた適切な支援を検討
する仕組み

• 複雑でさまざまな困りごとを抱えている県民やその世帯に対し、支援を届けるために関わり続ける仕組み
• 地域における県民同士の交流を促進し、地域社会の活性化につなげる仕組み

➢地域福祉を推進する人材の育成・確保等

➢市町村と県が協働で仕組みを構築
• 取組を進めるにあたり、市町村と県が協定を締結することができる
• 市町村が実施する施策について、協定に基づき助言、財政支援等を実施する

基本となる考え方

困っている人を誰一人

排除せず助ける

地域の限られた人的、物的
資源を活用して地域社会
が困っている人を支える

県と市町村が連携して寄り
添い型福祉モデルを構築す
る

「福祉の奈良モデル」の構築

県では、「福祉の奈良モデル」の考え方に基づく取組を実践するため、令和４年３月に「奈良県人と人
及び人と社会がつながり支え合う地域福祉の推進に関する条例」を制定しました。市町村と協働・
連携し、「地域住民の困りごとを把握し、適切な支援につなぐ仕組み」の構築に取り組みます。
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「地域住民の困りごとを把握し、適切な支援につなぐ仕組み」の基本となる構造の具体的なイメージ図

困りごとの把握から適切な支援へとつなぐ仕組みのイメージ図
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【目的】
・国の司法行政と地域の福祉を繋ぐ
・誰もが地域の一員として包摂される
社会の実現

【手法】
更生支援に関する施策を一体的かつ効果的に実現するため、
「一般財団法人かがやきホーム」を設立して、次の事業を実施
・罪に問われた者等を雇用、就労の場を提供
・住居を貸与
・職業訓練、社会的な教育の実施

奈良県更生支援の推進に関する条例

出所者の更生・就労支援

令和２年４月に「奈良県更生支援の推進に関する条例」を施行しました。
令和２年７月に「一般財団法人かがやきホーム」を設立（全国初の取組）し、これまで４名の
出所者を雇用し、令和４年度も４名雇用する予定です。全国的にも注目されています。

更生支援の取組をさらに拡大し、充実させるため、「一般財団法人かがやきホーム」において、新た
な就労の場の開拓等を行います。

五條市森林組合における就労研修（林業研修）



ご清聴ありがとうございました。


